
▲�３月14日、山辺中学校で卒業式が行われました。式典には、保護者や地域
のみなさんが見守る中、卒業生は堂々と卒業証書を受け取り、胸を張って一
歩を踏み出しました。その後、卒業生代表が感謝の言葉と共に、これまでの
学校生活を振り返りながら、次のステージへと向かう決意を新たにしました。
　（関連記事…14ページ）

主な内容
〇令和７年度当初予算（２ページ）
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■山辺町ホームページ
https://www.town.yamanobe.yamagata.jp/

カラーでご覧いただけます
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令和７年度

当初予算
一般会計予算
　　　　 69億7,934万円

前年度比
10.3％
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／
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その他内訳

【特別会計】
　特別会計は、特定の事業に使われるもので、一般会計とは別にお金を出し入れしています。
　特別会計で行う事業は、下表に示した３つの会計で行われます。

会計名 内　容 予算額
国民健康保険特別会計 国民健康保険を運営するための会計 13億8,685万円（▲0.6％）

介護保険特別会計 介護保険を運営するための会計 　　　　　 16億1,166万円（▲1.2％）
後期高齢者医療特別会計 後期高齢者医療制度のための会計 ２億1,284万円（▲1.0％）

【企業会計】
　企業会計は独立採算制を原則とするもので、下表に示した２つの会計があります。
　快適な生活と環境を支える事業として、持続可能な経営に取り組んでいきます。

会計名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
簡易水道事業会計 2,503万円 3,171万円 21万円 225万円

公共下水道事業会計 ３億7,392万円 ３億4,585万円 2億3,605万円 ３億1,780万円

地方交付税地方交付税
【32.8％】【32.8％】

22億円9,000万円22億円9,000万円

地方交付税：全国
的に一定水準の行
政サービスを確保
するために国が地
方に交付するお金

町税町税
【17.6％】【17.6％】

12億2,579万円12億2,579万円

国庫支出金国庫支出金
【11.4％】【11.4％】
7億9,805万円7億9,805万円

県支出金県支出金
【6.6％】【6.6％】

4億6,230万円4億6,230万円

繰入金繰入金
【13.1％】【13.1％】
9億1,401万9億1,401万

その他その他
【11.2％】【11.2％】
7億7,929万円7億7,929万円

町債町債
【3.0％】【3.0％】
2億990万円2億990万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
【4.3％】【4.3％】
3億円3億円

町債：町が大きな事業を実
施するために、国や銀行な
どから借りるお金

繰入金：一般会計、
特別会計や基金
などの会計間に
おいて、相互に資
金運用するもの 歳 入

区　分 予算額 前年度比 構成比
議会費 8,719 4.6 1.2
総務費 189,754 23.4 27.2
民生費 202,754 5.1 29.1
衛生費 46,555 9.7 6.7
労働費 1,260 3.5 0.2

農林水産費 19,696 3.5 2.8
商工費 12,021 8.7 1.7
土木費 60,482 23.3 8.7
消防費 33,110 ▲  2.3 4.7
教育費 66,295 11.5 9.5

災害復旧費 326 0.2 0.1
公債費 48,950 ▲  5.8 7.0

諸支出金 5,789 ▲12.8 0.8
予備費 2,223 ▲12.7 0.3

（単位：万円、％）

総務費総務費

民生費民生費

衛生費衛生費

目的別
歳 出

議会費議会費
予備費予備費諸支出金諸支出金

労働費労働費

農林水産費農林水産費

土木費土木費

消防費消防費

教育費教育費

公債費公債費

商工費商工費

公債費：町が借
入れた地方債（借
金）の元利償還金

（単位：万円、％）

（その他内訳）
災害復旧費　326万円
貸付金　6,550万円
予備費　2,223万円

災害復旧費災害復旧費

区　分 予算額 前年度比 構成比
人件費 130,601 5.1 18.7
扶助費 80,157 9.0 11.5
公債費 48,950 ▲  5.8 7.0
物件費 161,251 27.7 23.1

補助費等 132,776 9.6 19.0
繰出金 59,111 ▲  0.6 8.5
積立金 50,272 24.4 7.2

普通建設事業費 14,978 ▲15.2 2.1
維持補修費 10,739 24.3 1.5

その他 9,099 ▲  2.9 1.4

扶助費：各法などに
基づき、被扶養者に対
して生活を維持する
ために支出する経費

人件費人件費

扶助費扶助費

公債費公債費

物件費物件費

補助費等補助費等

繰出金繰出金

積立金積立金

普通建設事業費普通建設事業費 維持補修費維持補修費

その他その他

性質別
歳 出

繰出金：特別会計
などが実施した業
務に要した経費を
一般会計から負担
金などの形で支出
するもの
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令和７年度　当初予算問合せ 総務課　財政管理係　☎（６６７）１１１１

第５次山辺町総合計画に沿って、令和７年度当初予算の主な事業を紹介します

◎地域コミュニティ推進事業� 1,845万円 ◎保育料負担軽減事業� 4,608万円

令和６年度からの繰越事業

　本来であれば、令和６年度の事業になりますが、年度内に完了していない事業があるため、下表のとお
り、令和７年度に予算を繰り越して事業を行います。

事業名 繰越金額
物価高騰対策商品券配布事業 1,919万円

非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 3,768万円
出産・子育て応援交付金事業 1,659万円

商業振興事業   610万円
消防施設整備事業   440万円

一人ひとりの充実した暮らしを育むまち（「コミュニティ・保健・医療・子育て」など）

人と自然が共生する資源循環型のまち（「自然環境・エネルギー」など）

実効性のある行財政の推進（「町民に開かれた行政・行財政運営」など）

・行政事務連絡報奨金� 950万円
・みんながつながる地域コミュニティ事業補助金
� 400万円

・保育料無償化に向けた段階的負担軽減補助金
� 3,964万円
・第３子保育料無償化補助金� 569万円

◎移住・定住促進事業� 886万円 ◎山辺町医療給付事業：子育て支援医療給付事業
� 7,758万円・移住支援事業補助金� 437万円

・空き家改修事業補助金� 100万円 ・子育て支援医療給付費� 7,451万円

学び合う文化が息づくまち（「学校教育・生涯学習」など）

◎教育委員会事務局事業� 8,569万円 ◎給食費支援事業� 6,560万円

・町立学校DX化機器など購入費� 2,224万円
・学校施設整備基金積立金� 5,000万円

・町立小学校給食費負担金� 4,064万円
・町立中学校給食費負担金� 2,496万円

安全で安心して暮らせるまち（「防災・危機管理」など）

◎道路・橋梁の維持管理事業� 1億3,416万円 ◎都市下水路維持管理事業� 7,613万円

・舗装補修工事� 4,550万円
・橋梁補修工事� 3,300万円

・浸水想定区域図作成委託料� 750万円
・災害対応車両購入費� 6,732万円

◎常備消防活動事業� 2億5,722万円 ◎危機管理一般管理事業� 2,208万円

・消防事務委託料� 2億5,692万円 ・山形県防災行政通信ネットワーク負担金
� 1,635万円
・防災マップ改定業務委託料� 506万円

活発な産業活動を推進するまち（「商工業振興・農林水産業振興」など）

◎担い手育成支援事業� 1,112万円 ◎商工業振興事業� 427万円

・地域おこし協力隊の募集に係る支援業務委託
� 280万円
・認定農業者支援事業� 501万円

・空き店舗対策支援事業� 140万円
・やまのべ創業スタートアップ支援補助金
� 200万円

◎ 農村環境施設維持管理事業� 1,094万円 ◎観光協会支援事業� 1,407万円

・玉虫沼湖畔公園遊歩道防護柵撤去および設置工事
� 869万円

・山辺町観光協会補助金� 1,407万円

◎やまのべみんなのセミナー Taiken堂開設事業
� 160万円

◎体育施設維持管理事業� 7,365万円

・Taiken堂運営委員会補助金� 160万円
・体育施設指定管理委託料� 4,500万円
・町民プール実施設計業務委託料� 2,500万円

◎山辺温泉保養センター運営事業� 5,190万円 ◎照明設備LED化工事� 1,480万円

・管理業務委託料� 2,700万円
・給水ポンプユニット更新工事� 257万円

・緑ケ丘コミュニティセンターLED照明改修工事
� 167万円
・保健福祉センター照明設備LED化工事
� 1,313万円◎ごみ処理事業� 6,666万円

◎ 山形広域環境事務組合事業� 1億2,226万円・ごみ収集運搬委託料� 4,599万円
・証紙付きごみ指定袋製造業務委託料� 1,323万円

・山形広域環境事務組合負担金� 1億2,226万円

◎総合行政情報システム 管理運営事業
� 1億8,666万円

◎ふるさと応援事業� 6億6,003万円

・ふるさと納税事業支援サービス委託料
� 1億9,623万円
・ふるさと応援基金積立金� ４億円

・自治体システム標準化・移行業務委託料
� 4,492万円
・ガバメントクラウド利用料� 5,071万円

◎シティプロモーション推進事業� 3,407万円

・大相撲夏巡業興行委託� 825万円
・大相撲山辺場所実行委員会運営費補助金
� 700万円

◎起債償還事業� 4億8,950万円

・償還金（元金）� 4億6,944円
・償還金（利子）� 2,006万円
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◆基本目標 ①
　しごとと家族をともに大事にする雇用の実現
　
a �「子育てしながら働きたい」ひとのしごとをつくる
b 子育てしやすい労働環境の形成

◆基本目標 ②
　高い技術と県都近郊のメリットを生かす活性化

a 高品質な産品・技術を生かした雇用の創出
b 日帰り圏であることを生かした観光・交流の増加
c 地域内での産業の循環を支援

ひ
と
の
流
れ
（
移
住
）

◆基本目標 ①
　子育て世代や地縁血縁者を中心とした移住支援

a 子育て世帯をターゲットとした移住支援
b �近居の促進など地縁血縁を活かした移住支援

◆基本目標 ②
　良質な地域資源を味わうひとの流れの創出

a 都市の近くで自然を味わえる暮らしの実現
b 本町の魅力を伝える効果的な情報発信

結
婚
・
出
産
・
子
育
て

◆基本目標 ①
　�家庭での子育てを軸としたあらゆるサポート

の提供

a 子育て支援機能の充実
b �量の確保に留まらず、一人ひとりを健やかに
育むことができる質の高い子育て環境の提供
c お父さんお母さんサポートによる家庭教育の充実
d �結婚および妊娠から出産・子育てまで切れ目
のない支援

◆基本目標 ②
　将来の町を支える子ども世代への投資

a 子どもたちの町への愛着を高める

連
携
・
安
全
安
心
・
賑に

ぎ

わ
い

◆基本目標 ①
　家族が安心して過ごせる町づくり

a �子どもが安全に安心して充実した生活が送れ
る町づくり
b �コンパクトな中心部と小さな拠点の連携した
市街地構造
c 家族の安全な暮らしを支える高齢者へのサポート

◆基本目標 ②
　町の資源や技術を幅広く活用する町外への展開

a �町内外の団体・組織・周辺自治体と連携した
取り組み
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政策推進課　総合戦略係　☎（６６６）８９１１

　『総合戦略』とは、少子高齢化や人口減少が進行する中、“町の独自性を生かし魅力を引き出すとともに、
活力ある地域を創りだす”ために、「子どもと育つ町」「高品質で町づくり」を大方針とした、今後５年間の
町の目標や具体的な施策などをまとめたものです。人口ビジョンで定めた2050年の目標人口“10,200人”を
達成するため、町では４つの分野において、２つの大方針と基本目標を掲げて引き続き取り組んでいきます。

～“第３期やまのべ総合戦略”を策定しました～

ずっと住み続けたいまちずっと住み続けたいまち
� 「やまのべ」を創るために� 「やまのべ」を創るために

　「人口ビジョン」とは、町における人口の現
状を分析し、今後目指すべき将来の方向と人
口の展望を示すものです。国立社会保障・人
口問題研究所（略称・社人研）の将来推計人
口によれば、2050年には8,979人までに落ち込
むと推計されていますが、町では、①合計特
殊出生率の向上（現在（2018-2022）1.22⇒2030
年1.4⇒2035年1.6に引き上げ）と②新規転入世
帯の増加および転出人口の抑制（毎年１世帯
ずつの増加）を目標とし、2050年人口10,200人
を目指します。

※�合計特殊出生率とは、１人の女性が生涯に
産む子どもの数の推計値です。

第３期やまのべ総合戦略　【計画期間：令和７年度～11年度】

やまのべ人口ビジョン

　町では、平成27年に、今後目指すべき将来の方向と人口の将
来展望を提示する「やまのべ人口ビジョン」と、同ビジョンを
踏まえ目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめた「や
まのべ総合戦略」を策定し、地方創生の取り組みを進めてきま
した。
　このたび、これまでも進めてきた地域の社会課題解決や魅力
向上に向けた地方創生の取り組みを、デジタルの力を活用して
継承・発展させていくため、「第３期やまのべ総合戦略」を策定
しました。
　策定にあたっては、産業、教育、金融機関などの各分野で活
躍する有識者で構成した“有識者会議”、住民・転出者・転入者・
若者・学生アンケートを実施しご意見をいただきました。さら
には、パブリックコメントの募集を行い、町民のみなさんの参
画を得ながら進めてきました。ここでは、本町における人口の
将来展望や、本計画の内容を紹介します。

将来的な目標人口と人口推計値

地方創生を下支え地方創生を下支え

デジタルの力を活用して「全国誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指します。デジタルの力を活用して「全国誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指します。

デジタルの力を活用した課題解決

大方針　子どもと育つ町大方針　子どもと育つ町 大方針　高品質で町づくり大方針　高品質で町づくり

目標値

社人研準拠の推計値

持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
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田
中

南
町
１

南
町
２

南
町
３

田
小
路

鍛
冶
町

鍛
冶
町
２

新
町
１

新
町
２

新
町
３

清
水
町

三
河
尻

《
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
》

東
町

東
高
楯

高
楯
１

高
楯
２

西
高
楯

芦
沢

《
緑
ケ
丘
ブ
ロ
ッ
ク
》

緑
ケ
丘
２

緑
ケ
丘
３

緑
ケ
丘
４

緑
ケ
丘
５

緑
ケ
丘
６

《
大
寺
ブ
ロ
ッ
ク
》

西
之
表

天
神

橋
本

学
校
前

清
野
忠
昭

岩
瀬
久
志

松
田
博
之

飛
塚
広
嗣

多
田
修
一

村
岡
輝
治

長
岡
隆

垂
石
幹
男

加
藤
明
美

垂
石
正
志

多
田
徹

高
内
誠
二

大
場
俊
則

加
藤
明

石
川
俊
次
郎

日
野
武
志

鈴
木
重
洋

東
海
林
隆
志

石
山
正
樹

土
屋
大
介

丹
波
浩

高
橋
英
行

渡
辺
篤
志

渡
辺
繁
人

長
岡
恒
多
夫

武
田
正
城

本
田
晋
一

久
保

南
組

北
組

蓮
台
寺

熊
沢

宿上
道

荒
宿

杉
下

《
中
ブ
ロ
ッ
ク
》

東中
丸

前
方

荒
谷

相
ノ
沢

湯
舟

面
白
遅
根

《
作
谷
沢
ブ
ロ
ッ
ク
》

大
杉
向

森
向

沢
下

館
野

小
針
生

上
芦
沢

簗
沢
東
部

簗
沢
中
部

簗
沢
西
部

畑
谷
東
部

畑
谷
中
部

畑
谷
西
部

畑
谷
南
部

三
浦
寛

峯
田
賢
一

日
下
部
和
男

多
田
広
幸

広
谷
敏
彦

日
野
秀
章

菅
井
弘

武
田
修

鈴
木
清

武
田
博
道

稲
村
正
志

奥
山
智
弘

村
山
道
雄

遠
藤
傳
七

峯
田
和
雄

峯
田
正
吉

樋
口
和
男

日
達
幸
子

樋
口
髙
志

渡
辺
政
広

佐
藤
政
克

伊
藤
始

吉
田
郁
男

稲
村
公
男

樋
口
利
彦

吉
田
正
志

吉
田
清
兵
衛

吉
田
信
治

鈴
木
勝
司

摂
待

馬
牽

《
相
模
ブ
ロ
ッ
ク
》

根
際
１

根
際
２

根
際
３

根
際
４

根
際
５

根
際
６

根
際
７

根
際
８

大
塚
１

大
塚
２

大
塚
３

大
塚
４

要
害
１

要
害
２

要
害
３

下
原

《
近
江
ブ
ロ
ッ
ク
》

近
江
１

近
江
２

近
江
３

近
江
４

近
江
５

近
江
６

近
江
７

近
江
８

近
江
９

岡
﨑
洋
喜

浅
野
隆
一

三
部
喜
久
雄

鈴
木
誠

鈴
木
学

渡
辺
肇

多
田
泰
之

多
田
博

鈴
木
秀
善

鈴
木
隆
一

後
藤
辰
男

村
山
博
一

高
橋
忠
吉

小
関
孝
二

佐
藤
榮
一

鈴
木
謙
一

手
川
貴
文

小
林
清
美

荒
川
広
幸

高
橋
新
也

飯
島
順
也

石
沢
亘

板
垣
正
敏

秋
場
学

柏
倉
優

須
田
和
雄

鈴
木
辰
也

《
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
》

本
町

駅
前

仲
町

大
手
町

弾
正
淵

下
裏
小
路

東
館

上
裏
小
路

前
小
路

西
館

前
ノ
内

西
町

北
ノ
宿

上
野

上
宿

上
田
小
路

《
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
》

大
門
町
１

大
門
町
２

大
門
町
３

大
門
町
４

大
門
町
５

大
門
町
６

大
門
町
７

大
門
東
光
台

《
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
》

長
嶋
１

長
嶋
２

長
嶋
３

沢
寺

奥
山
春
樹

佐
藤
忠
一

渡
辺
莊
充

長
岡
幸
一

鈴
木
孝
雄

渡
辺
正
敏

吉
田
耕
三

後
藤
博
史

高
橋
功

大
宮
英
二

長
岡
繁
裕

安
達
正
志

村
山
喜
義

吉
田
晃
雄

原
田
和
弘

佐
藤
広
司

三
吉
博
史

工
藤
篤
史

小
椋
卓
矢

佐
藤
愛
子

鈴
木
洋
子

菅
野
俊

佐
藤
武
四
郎

百
田
章

佐
々
木
康
行

工
藤
浩
良

鈴
木
直
美

高
橋
正
吾

１年間よろしくお願いします

令和令和７７年度年度  地区委員地区委員のみなさんですのみなさんです
（敬称略） 町

職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
の
発
令
で
、
異
動
し
た
町
職
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
所
属
変
更
の

伴
わ
な
い
昇
任
者
は
省
略
し
て
い
ま
す
（
課
長
・
主
幹
・
係
長
職
へ
の
昇
任
者
を
除
く
）。

【
総
務
課
】

専
門
員
兼
財
産
管
理
係
長
：
須
貝
真

由
美
（
議
会
事
務
局
長
）、
主
幹
兼

財
政
管
理
係
長
：
後
藤
美
希
（
総
務

課
財
政
管
理
係
長
）、
庶
務
係
長
：

長
瀬
司（
総
務
課
主
査
）、青
木
稔（
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
付
係
長
）、

吉
田
彩
実（
建
設
課
）、後
藤
由
貴（
町

民
生
活
課
）、
阿
部
弥
栄
（
保
健
福

祉
課
）、総
括
業
務
員
兼
運
転
技
士
：

元
木
英
二
（
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
課
総
括
業
務
員
兼
運
転
技
士
）

【
防
災
対
策
課
】

主
幹
兼
危
機
管
理
係
長
：
北
條
智
洋

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
主
幹

兼
総
務
係
長
）、
防
災
係
長
：
後
藤

和
幸
（
産
業
課
商
工
振
興
係
長
）

【
政
策
推
進
課
】

政
策
推
進
課
長
：
川
口
崇
（
町
民
生

活
課
長
）、主
幹
兼
協
働
推
進
係
長
：

東
海
枝
渉
（
防
災
対
策
課
主
幹
兼
危

機
管
理
係
長
）、
後
藤
智
宣
（
町
民

生
活
課
）、安
達
美
帆（
保
健
福
祉
課
）

【
建
設
課
】

管
理
用
地
係
長
：
齋
藤
雅
和
（
建
設

課
下
水
道
係
）、
下
水
道
係
長
：
酒

井
佑
太
（
政
策
推
進
課
協
働
推
進
係

長
）、井
形
寛
輝
（
税
務
課
）、橘
菜
々

子
（
新
採
）、
総
括
運
転
技
士
兼
業

務
員
：
多
田
良
（
総
務
課
総
括
業
務

員
兼
運
転
技
士
）

【
会
計
課
】

多
田
春
香
（
保
健
福
祉
課
）

【
議
会
事
務
局
】

議
会
事
務
局
長
：
武
田
直
文
（
議
会

事
務
局
主
幹
兼
議
事
係
長
）、
議
事

係
長
：
安
達
裕
明
（
防
災
対
策
課
防

災
係
長
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
】

主
幹
兼
総
務
係
長
：
安
達
久
博
（
総

務
課
主
幹
兼
財
産
管
理
係
長
）、
学

校
教
育
係
長
：
細
矢
貴
行
（
教
育
委

員
会
事
務
局
教
育
課
学
校
教
育
係
長

兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
長
：
長
谷
川
友
浩
（
建
設

課
管
理
用
地
係
長
）、佐
藤
貴
裕
（
総

【
美
力
発
信
課
】

美
力
発
信
課
長
：
佐
藤
竜
（
政
策
推

進
課
長
）、主
幹
兼
情
報
統
計
係
長
：

渡
辺
純
永（
美
力
発
信
課
情
報
統
計
係

長
）、
須
藤
由
香
奈（
会
計
課
）、
桐
生

虎
汰
（
産
業
課
）、鈴
木
美
紅
（
新
採
）

【
税
務
課
】

大
沼
遼
太
（
政
策
推
進
課
）、
高
橋

優
月
（
新
採
）

【
町
民
生
活
課
】

町
民
生
活
課
長
：
遠
山
進
（
美
力
発

信
課
長
）、
荒
木
佳
範
（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
課
）

【
保
健
福
祉
課
】

福
祉
係
長
：
鈴
木
美
郷（
建
設
課
）、荒

木
風
花（
税
務
課
）、阿
部
唯
人（
新
採
）

【
産
業
課
】

産
業
課
長
（
併
任
）
農
業
委
員
会
事

務
局
長
：
牧
野
友
裕
（
総
務
課
主
幹

兼
庶
務
係
長
）、
商
工
振
興
係
長
：

多
田
博
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
）、

高
橋
桃
佳
（
美
力
発
信
課
）

務
課
）、

大
宮
稜
（
美
力
発
信
課
）、
総
括
業

務
員
兼
運
転
技
士（
中
央
公
民
館
）：

後
藤
昌
外
（
建
設
課
総
括
運
転
技
士

兼
業
務
員
）

【
退
職
者
】
３
月
31
日
付
け

平
英
二
（
産
業
課
長
（
併
任
）
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）、渡
辺
浩
樹
（
政

策
推
進
課
主
幹
）、
三
浦
愛
未
（
政

策
推
進
課
）



10 2021.4.15 広報やまのべ 11 広報やまのべ 2021.4.1511 広報やまのべ 2024.3.15 10 2024.3.15 広報やまのべ 11 10 広報やまのべ 2023.4.15

問合せ 税務課　町民税係　☎（６６７）１１０５

　４月１日時点で軽自動車（軽自動車、原動機付自転車、小型特殊自動車、二輪の小型自動車など）を所
有している方へ軽自動車税（種別割）の納税通知書を４月15日付で発送しました。
　納付の期限は４月30日㈬となります。４月１日時点で軽自動車を所有している方で、納税通知書が手元
に届いていない場合は、４月中に税務課までご連絡ください。

◆納税通知書は圧着ハガキ様式で送付します
　コンビニエンスストアでの納付やスマホ決済、二次元コード決済も可能です（ただし、バーコード印字
のないものや読み取れないもの、コンビニエンスストア取扱期限を過ぎているものは除きます）。
※一人で複数台お持ちの方へは、封筒に封入してお送りする場合があります。

◆重課税率について
　軽自動車税種別割について、グリーン化（環境への負荷の低減に資するための施策）を進める観点から、
初度検査年月から13年を経過した軽三輪・軽四輪は、重課税率（軽三輪4,600円、軽四輪12,900円）が適用
されます（ただし、電気・天然ガス・混合メタノール・ハイブリットおよび被けん引自動車は対象外です）。
〇初度検査年月とは…
　初めて車両番号（ナンバー）の交付を受けた年月のことです。車検証の「初度検査年月」欄で確認できます。
　※中古車で購入された場合も、車検証の「初度検査年月」で判断するのでご注意ください。

令和５年度から重課税率が適用されるのは、
初度検査年月が平成21年４月から平成22年３月までの軽三輪・軽四輪です。

◆障害者手帳をお持ちの方は申請により軽自動車税が減免できる場合があります
　障害者手帳をお持ちの方が納税義務者となっている車を障がいのある方のために使用している場合、障
がいの区分・級別によって、期間内に申請することにより軽自動車税（種別割）の減免を受けることがで
きます。
※�身体障がい者（18歳未満）、知的障がい者、精神障がい者の方はご家族の方の名義でも対象となる場合
があります。

減免台数／一人につき１台（普通自動車と重複して減免を受けることはできません）
申請期間／納税通知書が届いてから４月30日㈬まで

減免申請時の持ち物
〇身体障害者手帳など
〇車を実際に運転する方の運転免許証
〇軽自動車税（種別割）納税通知書ハガキ
〇車検証
〇納税義務者のマイナンバーカードまたはマイナンバーの確認できるものと本人確認ができるもの
〇減免申請書（納税通知書ハガキと一緒に届いた場合）

軽自動車税（種別割）納税通知書を発送しました

◆納税通知書は圧着ハガキ様式で送付します
　コンビニエンスストアでの納付やスマホ決済、二次元コード決済も可能です（ただし、バーコード印字
のないものや読み取れないもの、コンビニエンスストア取扱期限を過ぎているものは除きます）。
※一人で複数台お持ちの方へは、封筒に封入してお送りする場合があります。

令和７年度から重課税率が適用されるのは、
初度検査年月が平成24年４月～平成25年３月までの軽三輪・軽四輪です。

減免申請時の持ち物

軽自動車税（種別割）納税通知書を発送しました
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教　室　名 月 火 水 木 金

①トレーニング
（22）15：00 ～ 16：00

（25）９：30 ～ 10：30（29）９：30 ～ 10：30

（32）15：00 ～ 16：00

（33）９：30 ～ 10：30
（35）13：30 ～ 14：30
（36）15：00 ～ 16：00

②夜間トレーニング （23）18：00 ～ 19：00
（24）19：30 ～ 20：30

③やさしいトレーニング （30）11：00 ～ 12：00
④ひざ痛改善 （19）９：30 ～ 10：15 （38）10：45 ～ 11：30
⑤肩こり・腰痛改善 （26）11：00 ～ 11：45 （34）11：00 ～ 11：45
⑥貯筋体操 （37）9：30 ～ 10：15
⑦ピンとシャン教室 （21）13：30 ～ 14：30 （31）13：30 ～ 14：30
⑧輝らりシニアクラブ （20）10：45 ～ 11：30

◆ ◆ 対象者／町内に住所を有する方（町外の参加希望者の方については、問い合わせください）
◆ ◆ 参加費／65歳以上…300円（１回あたり）　64歳以下…500円（１回あたり）
　　　　　　※参加費は全期間分をまとめてお支払いください。（申し込み後の参加費の払い戻しはいたしません）
◆ ◆ 申込み期間／４月15日㈫～30日㈬まで
◆ ◆ 申込み方法／来所、電話、FAX、メールのいずれかで保健福祉センターへ申し込みください。
　　　　　　☎（６６７）１１７７　FAX（６６７）１１７６　メール：kirari@town.yamanobe.yamagata.jp
　　　　　　　◇教室名（下表の（19）～（38））、住所、氏名、生年月日、電話番号をお知らせください。
　　　　　　　◇申し込みは一人あたり最大２教室とします。
　　　　　　　◇定員を超える場合は抽選となります。初めて参加される方が優先となります。（抽選は事務局で行います）
　　　　　　　◇夜間教室は夜間教室だけを申し込まれた方が優先となります。
　　　　　　　◇スポーツ安全保険に加入希望の方は、申し込みの際に申し出てください。
　　　　　　　◇参加決定後、健康診断書などの提出が必要です。
　　　　　　　◇その他詳細については問い合わせください。

～「～「輝輝
きき

らりやまのべ健康教室」募集開始のご案内～らりやまのべ健康教室」募集開始のご案内～

● ● 期　間／５月19日㈪～10月17日㈮
● ● 場　所／保健福祉センター「輝

き

らりやまのべ」
● ● 指導者／健康運動指導士

教　室　名 対象者 時間 定員 内　　容
①トレーニング 20歳以上 60分間 10人 固定式自転車での有酸素運動や、トレーニング機器を利用し

ての筋力トレーニングなど②夜間トレーニング 20歳以上 60分間 10人
③やさしいトレーニング 40歳以上 60分間 10人 他のトレーニング教室よりもゆっくりできる教室

④ひざ痛改善 おおむね
65歳以上 45分間 20人 ひざ関節を支えるために必要な筋力トレーニングなど

⑤肩こり・腰痛改善 おおむね
65歳以上 45分間 15人 肩や腰回りの筋肉をほぐし、姿勢の改善を目指す

⑥貯筋体操 おおむね
65歳以上 45分間 20人 床の上で簡単にできる体操で、骨粗しょう症や関節痛を予防

⑦ピンとシャン教室 65歳以上 60分間 10人 身体機能の回復向上を目的にした介護予防教室
⑧輝らりシニアクラブ 65歳以上 45分間 10人 簡単にできる体操などで転倒予防、筋力維持向上を図る教室

※運動による効果には個人差があります。

▼ ▼ スケジュール

● ● 内　容／主に中高年齢者向けの運動（下表を参照）
● ● 問合せ／保健福祉センター　☎（６６７）１１７７

11 広報やまのべ 2025.4.15
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■ ３歳児健診
※受付時間・持ち物は個人通知をご確認ください。

期　日 対　象
（３歳６カ月～３歳９カ月）

５月22日㈭ 令和３年７月～10月生
８月20日㈬ 令和３年11月～令和４年１月生
11月20日㈭ 令和４年２月～４月生

令和８年２月18日㈬   令和４年５月～７月生

■ ５歳すくすく健診（受付：午後１時30分～50分）　
年中児を対象に町内幼保の先生方、教育委員会
と協力し行っています。発達に関する個別相談
も行っています。

期　日 対　象
６月25日㈬ 令和２年４月２日～６月生
９月24日㈬ 令和２年７月～９月生
12月17日㈬ 令和２年10月～12月生

令和８年３月４日㈬ 令和３年１月～４月１日生

期　日
対　象（月齢）

１歳６カ月児
（１歳６カ月～１歳８カ月）

２歳６カ月児歯科健診
（２歳５カ月～２歳７カ月）

５月13日㈫ 令和５年８月・９月生 令和４年10月・11月生
７月９日㈬ 令和５年10月～12月生 令和４年12月・令和５年１月生
９月９日㈫ 令和６年１月・２月生 令和５年２月・３月生
11月11日㈫ 令和６年３月・４月生 令和５年４月・５月生

令和８年１月14日㈬ 令和６年５月・６月生 令和５年６月・７月生
令和８年３月10日㈫ 令和６年７月・８月生 令和５年８月・９月生

■ １歳６カ月児健診　■ ２歳６カ月児歯科健診
※受付時間・持ち物は通知をご覧ください。

期　日
対　象（月齢）

３カ月児
（３～５カ月）

９カ月児
（８～10カ月）

６月５日㈭ 令和７年
１月・２月生

令和６年
８月・９月生

８月６日㈬ 令和７年
３月・４月生

令和６年
10月・11月生

10月１日㈬ 令和７年
５月・６月生

令和６年・令和７年
12月生・１月生

12月３日㈬ 令和７年
７月・８月生

令和７年
２月・３月生

令和８年２月４日㈬ 令和７年
９月・10月生

令和７年
４月・５月生

■ 乳児健診

　助産師相談、保育士による手遊び活動も実施して
います。

母子保健事業の年間日程です。母子手帳を必ずお持ちになり、保健福祉センターまで　　お越しください。詳しくは直近の「広報やまのべ」「お知らせ版」でご確認ください。

■ 赤ちゃん訪問
　赤ちゃんが生まれて２カ月以内に全家庭に訪問
します。赤ちゃんの体重測定や、予防接種や保健
事業（乳幼児健診等）について説明します。対象
の方には訪問前に連絡します。

■ 予防接種
　乳幼児の定期予防接種は生後２カ月頃から始ま
ります。町外医療機関で接種を希望の場合は接種
券が必要になりますので、病院に予約後、保健福
祉センターで申請のうえ、接種をお願いします。

■ 言葉と発達に関する相談（言語聴覚士個別相談）
　１歳６カ月児健診と３歳児健診後に個別相談を
実施しています。言葉や発達、子どもとの関わり
についてなど、心配なことがある方はどなたでも
利用できます。

■ ママとベビーの健康相談（個別助産師相談）
　助産師による個別相談を行っています。妊娠中、
出産後など心配なことがある方はご利用ください。

■ パパママ教室
　助産師の講話と沐

もく

浴
よく

体験などを行います。
詳細は町広報紙または母子手帳交付時のチ
ラシをご覧ください。

■ 母子手帳交付
　妊娠の届け出をした妊婦さんに「母子健康手帳」と「妊婦健康診査受診券」をお渡しします。交付には
事前予約が必要になります。保健福祉センターへ事前に電話でご予約をお願いします。
交付日時／午前９時～午後３時（土・日曜日、祝日を除く）※交付には１時間ほど時間がかかります。
届け出場所／山辺町保健福祉センター
持ち物／�妊娠届出書、印かん（認印のみ）、マイナンバーが確認できるもの、顔写真付きの本人確認書類（マ

イナンバーカード、運転免許証など）妊婦さん名義の通帳（妊婦のための支援給付金のため使用
します。）

妊婦さんに関すること

育児・発達に関する相談（※予約必要）

■ 産後ケア
　授乳やおっぱいのトラブル、育児相談、お母さ
んのリフレッシュ等のため、産後１年以内のお母
さんを対象に実施しています。利用方法や料金に
ついては町ホームページをご覧ください。

見えるところに貼っておきましょう

期　日 対　象
４月23日㈬ 　令和７年８月～11月出産予定者
８月27日㈬ 　令和７年12月～令和８年２月出産予定者

令和８年１月21日㈬ 　令和８年３月～７月出産予定者

令和令和７７年度 母子保健　事業予定表【保存版年度 母子保健　事業予定表【保存版】】

※受付時間・持ち物は通知をご確認ください。
　令和７年度から２月に１回の実施となりました。

日　程
５月13日㈫ 11月11日㈫
５月22日㈭ 11月20日㈭
７月９日㈬ 令和８年１月14日㈬
８月20日㈬ 令和８年２月18日㈬
９月９日㈫ 令和８年３月10日㈫

実施時間／午後３時30分～、午後４時～
　　　　　午後４時30分～（１回30分）

実施時間／午前９時30分～
　　　　　午前10時30分～（１回１時間以内）

日　程
５月７日㈬ 11月５日㈬
６月４日㈬ 12月３日㈬
７月２日㈬ 令和８年１月７日㈬
８月６日㈬ 令和８年２月４日㈬
９月３日㈬ 令和８年３月４日㈬
10月１日㈬

■ 歯科保健について
　幼児期の定期歯科健診・フッ素塗布で虫歯を予防
しましょう。町内には６つの歯科医院があります。
幼児期にかかりつけ歯科医院を見つけ、お口の健康
を守りましょう。

■ 離乳食教室
　対象の方には個別に通知します。離乳食に関する相談は随時受け付けていますので、いつでもご連絡く
ださい。

問合せ 保健福祉センター　☎（６６７）１１７７

・３カ月児
・９カ月児
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町内卒業式

感謝と希望を胸に
　町内の小・中学校の卒業証書授与式が３月14
日、17日、18日にかけて行われ、令和６度の卒
業生は、小学生101人、中学生116人。校長先生
から卒業証書が一人ひとりに授与され、卒業生
たちはそれぞれの思い出を胸に受け取りました。
式の後、卒業生たちは全員で思い出と感謝の言
葉を述べ、別れを惜しむ歌を合唱し、思い出が
詰まった学校生活を締めくくりました。慣れ親
しんだ学び舎を後にし、新たな一歩を踏み出し
ました。

だいだいわわ
まちまちのの
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安達峰一郎奨学賞に吉田紗埜さん
安達峰一郎奨励賞に伊藤樺夏さん、平澤日向さん
　町内の中学校で学業成績が顕著であり、かつ心身と
もに健康な生徒に一層の奨学向上を図る目的で、安達
峰一郎記念財団より毎年一人に贈られている「安達峰
一郎奨学賞」が令和６年度は、山辺中学校の吉

よ し だ

田紗
さ や

埜
さんに授与されました。
　また、安達峰一郎博士顕彰会より安達峰一郎奨励賞
が同校の伊

い と う

藤樺
は な か

夏さんと、平
ひらさわ

澤日
ひ な た

向さんに授与されま
した。

左から順に吉田さん、伊藤さん、平澤さん

MｙTown　TopicsMｙTown　Topics
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広域連携により安全・安心なまちづくりを推進

災害時応援協定の締結式
　３月27日、山辺町役場において、山辺町と中山町
との災害時応援協定の締結式が行われました。この
協定は、両町が災害時において相互応援および協力
を行うことが定めらており、今後、両町が防災・減
災に向けて更に連携して取り組むことで、住民の安
全・安心を確保していくことを誓いました。

モンテディオ山形×山辺町

声のチカラで山辺を元気に
　３月17日、緑ケ丘コミュニティセンターで『O
‐60モンテディオやまびこ』が開催されました。
参加者は実践的な運動を通じて、自分の体調や
健康を見直し、声を枯らさないための正しい呼
吸法や、表情筋をほぐすストレッチなどを学び
ました。

正しい呼吸法を使って、発声練習に挑戦中

安達町長（山辺町）と佐藤町長（中山町）

表彰

第65回交通安全国民運動中央大会
　１月14日、15日の両日『第65回交通安全国民
運動中央大会』が開催され、当町から交通栄誉
章『緑十字金章』を鈴

す ず き

木孝
た か お

雄さん（弾正淵）、『優
良団体表彰』を山辺町交通安全母の会（会長　
久
く れ や ま

連山信
の ぶ こ

子さん（大塚第４））が受賞されました。
今後とも当町の交通安全活動をごけん引くださ
いますようお願いいたします。

長年にわたる交通安全活動への功績が高く評価されました

高齢者叙勲

新目弘樹さんに旭日単光章
　新

あらため

目弘
こうき

樹さん（大門町３）は平成11年９月に初当選以来、
平成23年８月までの３期12年の永きにわたり、山辺町議
会議員として在職されました。その間、山辺町議会議長
および副議長、産業建設常任委員会委員長、厚生福祉常
任委員会副委員長などの要職を歴任。時代に即応した的
確な議会運営に尽力されるとともに、町勢発展に意を用
いて地方自治体の発展に多大な貢献をされました。

安達町長と新目弘樹さん

③②

①

①卒業証書を受け取る生徒（山辺中学校）
②卒業証書を手に新たな挑戦へ（相模小学校）
③未来への希望を胸に、仲間とともに迎えた卒業式（山辺小学校）
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みんなでごみを減らしましょう！みんなでごみを減らしましょう！
町民生活課　生活環境係
☎（６６７）１１０９

【令和７年２月のもやせるごみ量】

※令和６年２月との比較－21.08ｔ
　（家庭系：－21.39ｔ、事業系：＋0.31ｔ)

Android端末

をお使いの方

　２月は前年同月より、もやせるごみの量が減りました。分ければ『資源』、まぜれば『ごみ』です。引き続き、
ごみの分別と削減に努めましょう。ごみ分別アプリ「さんあ～る」で、ごみに関するさまざまな情報を提供
します。下記よりアプリをインストールし、ご活用ください。

iPhone、iOS端末

をお使いの方

【ごみ分別アプリＱＲコード】

ごみ分別アプリを利用しましょうごみ分別アプリを利用しましょう
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高齢者帯状疱疹ワクチンの費用を助成します高齢者帯状疱疹ワクチンの費用を助成します

　次の条件に当てはまる方に高齢者帯状疱疹ワクチンの費用の一部を助成します。
　接種を希望される方は医療機関に予約の上、今年度中に接種をしましょう。
　対象者は年度によって異なるため、接種の機会を逃さないようにご注意ください。

【今年度対象となる方】
①今年度65歳となる方：昭和35年４月２日～昭和36年４月１日生
②60歳～64歳の方で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方
③経過措置として今年度対象者となる方（今年度それぞれの年齢になる方）
70歳…昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生　75歳…昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生
80歳…昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生　85歳…昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生 
90歳…昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生　95歳…昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生
100歳…大正14年４月２日～大正15年４月１日生　101歳以上…大正14年４月１日以前生まれ 
※５歳ごとの接種は令和12年３月31日まで、101歳以上は令和８年３月31日までが経過措置期間となります。

【接種期間】
令和７年４月１日～令和８年３月31日まで

【帯状疱疹ワクチンの接種】
子どもの水痘ワクチン不足にならないよう、なるべく帯状疱疹ワクチン（組換えワクチン）を接種してください。

ワクチン種類 乾燥弱毒生水痘ワクチン
（生ワクチン）

乾燥組換え帯状疱疹ワクチン
（不活化（組換え）ワクチン）

ワクチン名称など 阪大微研：ビケン GSK社：シングリックス
接種回数 １回 ２回　※1

接種方法・間隔 0.5㎖を1回皮下に接種する １回0.5㎖を２カ月以上の間隔を置いて
２回筋肉内に接種する　※2、3

※１.　１回目のみをすでに任意接種にて接種している場合、残りの接種を定期接種として取り扱います。
※２.　�病気や治療により、免疫の機能が低下した方などで、医師が必要と判断した場合は、接種間隔を

１カ月まで短縮できます。
※３.　�令和７年度の対象者が令和８年４月以降に２回目を接種した場合は、任意接種となり、全額自己

負担となります。

【接種費用と助成額】 接種費用（１回あたり） 助成額（１回あたり） 自己負担額（１回あたり）
生ワクチン 8,860円 4,500円 4,360円

不活化（組換え）ワクチン 22,060円 11,000円 11,060円

　町外の医療機関で接種を受けるときは、接種費用が異なる場合があるため、自己負担額が異なることがあ
ります。お会計の際に各医療機関で定めた接種料金から助成額が差引されます。差額分を医療機関でお支払
いください。
※�一部の医療機関では、接種費用全額支払い後に保健福祉センターで払戻の手続きが必要となります。詳し
くは問い合わせください。

問合せ 保健福祉センター　☎（６６７）１１７７
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さ
い
。

問
合
せ

税
務
課
収
納
対
策
室
納
税
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
５

【
８
月

【
８
月
1010
日
開
催
】

日
開
催
】

大
相
撲
山
辺
場
所
チ

ケ
ッ
ト
町
民
先
行
販

売
に
つ
い
て

　

８
月
10
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
大

相
撲
山
辺
場
所
」
の
チ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て
町
民
先
行
販
売
を
行
い
ま
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
町
民
先
行
販
売
】

日
時
／
５
月
５
日
㈪
～
６
日
㈫
の

２
日
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
午
前
９
時
か
ら
整
理
券
を
配
布

し
ま
す
。

場
所
／
山
辺
町
武
道
館

※
座
席
券
は
、
お
一
人
様
８
席
分

ま
で
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

※
お
弁
当
券
な
ど
に
つ
い
て
も
購

入
い
た
だ
け
ま
す
。

※
一
般
販
売
は
、
５
月
10
日
㈯
～

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
に
よ
り
販

売
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
大
相
撲
山
辺
場
所
公

式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
／
大
相
撲
巡

業
チ
ケ
ッ
ト
事
務
局

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
３
３
６
６

（
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

巡
業
に
つ
い
て
／
大
相
撲
山
辺
場

所
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
０

　
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時　
　

平
日
の
み
）

▲大相撲山辺
場所公式ＨＰ

おお  知知  ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
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QQ 家庭用のごみをドラム缶や簡易焼却炉で燃やしてはだめですか？家庭用のごみをドラム缶や簡易焼却炉で燃やしてはだめですか？

「ごみの不法焼却（野焼き）は禁止されています」

　基準に従わない野外での廃棄物の焼却には厳しい罰則が適用されます。野外焼却は、煙や悪
臭でまわりの人が迷惑するばかりか、ダイオキシンや有害物質の発生の原因になります。

QQ 稲わら、もみ殻を燃やすのもだめですか？稲わら、もみ殻を燃やすのもだめですか？

　風俗慣習や農林水産業を営むために必要な焼却など、一部罰則適用から除かれますが、
この場合でも周囲に迷惑のかからないよう十分に注意し、必要最小限にとどめる必要が
あります。（廃タイヤ、廃ビニールは焼却できません）
　罰則対象の例外とされる焼却でも、周囲への配慮なしに行うことは行政処分や行政指
導の対象となることがあります。地域内の合意形成やルールづくりなど、お互いが尊重
し合い生活を営むことが重要です。

町民生活課　生活環境係　☎（６６７）１１０９問合せ

ＡＡ 罰則の対象となります。

ＡＡ

２
０
２
５
年
（
令
和

７
年
）
国
民
生
活
基

礎
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
は
統

計
法
に
基
づ
く
基
幹
統
計
調
査

の
一
つ
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
が

１
９
８
６
（
昭
和
61
年
）
か
ら
例

年
実
施
し
て
い
る
大
変
重
要
な
調

査
で
す
。
家
族
構
成
や
就
業
状
況

な
ど
の
生
活
の
実
態
を
知
り
、
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
基
礎

資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
５
、

５
３
０
地
区
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

山
辺
町
も
調
査
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
４
月
下
旬
ご
ろ
よ
り
調
査
員

が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
基
準
日
／
６
月
５
日
㈭

対
象
地
区
／
緑
ケ
丘
４
丁
目

調
査
方
法
／
調
査
対
象
に
選
ば
れ

た
世
帯
に
、
４
月
下
旬
ご
ろ
か
ら

調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
お
よ
び

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
に
必
要
な
書
類

な
ど
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
票
が

配
布
さ
れ
た
世
帯
は
、
調
査
員
が

お
伝
え
す
る
期
日
ま
で
に
、
調
査

票
へ
の
記
入
も
し
く
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
回
答
内
容
は
、
統
計
を
作
成
す

る
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
、
統
計

以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
お

答
え
く
だ
さ
い
。

※
調
査
員
が
調
査
の
た
め
に
世
帯

を
訪
問
す
る
際
は
、
山
形
県
知
事

が
発
行
し
た
「
調
査
員
証
」
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

美
力
発
信
課
情
報
統
計
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
０

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

記
念
品
の
開
発
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す

　　

町
で
は
、
山
辺
町
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
制
度
を
活
用
し
た
特
産
品

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
魅
力
向
上
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
や
地
場
産

業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
新

規
記
念
品
の
開
発
に
取
り
組
む
事

業
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

そ
の
開
発
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
／
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、

製
造
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
営

む
者

要
件
／
事
業
終
了
後
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
記
念
品
登
録
を
行
い
、

５
年
以
上
継
続
で
き
る
方

対
象
経
費
／
機
材
購
入
費
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
委
託
料
な
ど

補
助
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
、
上
限
50
万
円

注
意
点
／
申
請
が
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。
登
録
す
る

記
念
品
は
総
務
省
が
定
め
る
地
場

産
品
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ

美
力
発
信
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
係　

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
０

２月25日からコンビニ交付スタート２月25日からコンビニ交付スタート
　マイナンバーカードを利用して、住民票の写しなどを全国のコンビニなどのマイナンバーカードを利用して、住民票の写しなどを全国のコンビニなどの
マルチコピー機から取得できます。マルチコピー機から取得できます。

延長窓口・閉庁時の証明サービスを終了します延長窓口・閉庁時の証明サービスを終了します

　毎週火曜日の延長窓口は４月22日㈫、事前予約による土曜・日曜・祝日の証明書交付は、４月29日毎週火曜日の延長窓口は４月22日㈫、事前予約による土曜・日曜・祝日の証明書交付は、４月29日
㈫をもって終了します。㈫をもって終了します。

町民生活課　住民係　☎（６６７）１１０９問合せ 詳しくはこちらから→

空
き
家
相
談
に
つ
い
て

◇
空
き
家
相
談
窓
口

　

空
き
家
に
関
す
る
ご
相
談
、
ご

依
頼
な
ど
を
お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
お
近
く
の
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。

受
付
時
間
／
平
日　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

問
合
せ

（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部

☎
（
６
６
５
）
０
１
０
０

町
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
方
は
、

申
込
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
４
月
21
日
㈪
～
５
月

23
日
㈮

入
居
可
能
日
／
６
月
下
旬

募
集
住
宅
／

▽
町
営
近
江
住
宅
３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

▽
町
営
南
町
住
宅
３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
／
山
辺
町
南
部
公
民
館

☎
（
６
６
５
）
７
３
０
５

対
象
者
／
結
婚
を
希
望
す
る
方

（
町
内
・
町
外
大
歓
迎
）

※
お
友
達
を
誘
っ
て
一
緒
に
相
談

も
大
歓
迎
で
す
。

※
家
族
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
。

内
容
／
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い

相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談

相
談
担
当
／
山
辺
町
婚
活
支
援

員
・
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
会
員

※
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

※
山
辺
町
婚
活
支
援
員
の
会
員
も

募
集
中
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

山
辺
町
婚
活
支
援
員
・
や
ま
が
た

縁
結
び
た
い
会
員

竹
俣
さ
ん

☎
０
９
０
（
３
６
４
９
）
８
８
２
８

応
募
資
格
／

①�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方
。

②�

所
得
等
が
公
営
住
宅
法
の
規
定

に
該
当
す
る
方
。

③
諸
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

④�

入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
に

つ
い
て
、
暴
力
団
員
で
は
な
い

こ
と
、
ま
た
は
暴
力
団
員
と
親

密
な
関
係
を
持
つ
者
で
は
な
い

こ
と
。

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
窓
口
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

結
婚
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

　

婚
活
支
援
員
に
よ
る
結
婚
支
援

や
、
本
人
お
よ
び
家
族
な
ど
の
結

婚
に
関
す
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
相
談
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
／
５
月
18
日
㈰
、
25
日
㈰　

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１

一度の登録で、町の災害情報などをメールで入手できます。
（登録時、メール受信時などに発生する通信料は、登録した方の負担となります。）

パソコン・スマートフォン 　https://plus.sugumail.com/usr/yamanobe/home

携帯電話 　https://m.sugumail.com/m/yamanobe/home

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１ 毎月１日の午後７時にサイレンが鳴ります

登録制メール（登録サイトアドレス）
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町
内
の
業
者
が
施
工

す
る
住
宅
の
増
改
築

工
事
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

　

町
内
の
業
者
や
個
人
事
業
主
と

請
負
契
約
し
施
工
す
る
、
住
宅
や

付
属
建
築
物
の
増
改
築
、
改
修
工

事
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
の
可
否
な
ど
お
よ
び

申
請
な
ど
に
つ
い
て
不
明
な
点
が

あ
る
場
合
は
、
着
工
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
請
要
件
／
次
の
①
と
②
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
こ
と

①
工
事
要
件

・�

町
内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
、

町
内
で
自
ら
営
む
店
舗
お
よ
び

町
内
で
自
ら
使
用
す
る
小
屋
な

ど
の
う
ち
自
ら
居
住
す
る
住
宅

と
同
一
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の

の
増
改
築
、
改
修
工
事
で
あ
る

こ
と

・�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事

業
者
ま
た
は
町
内
に
本
店
、
支

店
も
し
く
は
営
業
所
を
有
し
て

い
る
法
人
が
施
工
す
る
こ
と

②
対
象
者
要
件

・�

令
和
８
年
２
月
27
日
ま
で
に
完

了
届
を
提
出
で
き
る
こ
と

・�

諸
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

な
ど

補
助
内
容
／
工
事
費
用
の
５
分
の

１
以
内
、
上
限
24
万
円

募
集
期
間
／
４
月
22
日
㈫
～
５
月

23
日
㈮

※
予
算
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
選
考
方
法
は
抽

選
と
し
、
補
助
金
の
交
付
決
定
を

受
け
た
方
に
は
６
月
中
旬
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
決
定
通
知
日
（
予

定
）
６
月
６
日
㈮

注
意
点
／

・�
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
、
町
の

他
の
補
助
制
度
（
利
子
補
給
制

度
を
含
む
）
は
原
則
併
用
で
き

ま
せ
ん
。

・�

す
で
に
着
工
、
ま
た
は
完
了
し

て
い
る
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・�

着
工
は
補
助
金
交
付
決
定
通
知

日
以
降
と
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
町
民
の

住
環
境
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
令
和

７
年
度
山
形
県
住
宅
支
援
制
度
に

適
合
す
る
も
の
）
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
な
ど
で
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
着
工
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申
請
要
件
／
次
の
①
と
②
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
こ
と

①
工
事
要
件

・�

町
内
に
自
ら
が
所
有
し
、か
つ
、

自
ら
居
住
す
る
住
宅
（
店
舗
な

ど
の
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅

部
分
の
み
対
象
）
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
で
あ
る
こ
と

・�

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
内
容
別
の
基

準
点
が
10
点
以
上
（
工
事
費
が

50
万
円
未
満
の
場
合
は
５
点
以

上
）
と
な
る
工
事
を
含
む
こ
と

・�
県
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事
業

者
ま
た
は
県
内
に
本
店
若
し
く

は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法

人
と
請
負
契
約
を
す
る
こ
と

②
対
象
者
要
件

・�

令
和
８
年
１
月
31
日
ま
で
に
完

了
届
を
提
出
で
き
る
こ
と

・�

諸
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
、

な
ど

補
助
内
容
／

〇
移
住
世
帯
、
新
婚
世
帯
、
子
育

て
世
帯
の
場
合

　

工
事
費
用
の
３
分
の
１
以
内
、

上
限
30
万
円
。

〇
一
般
世
帯
の
場
合

　

工
事
費
用
の
５
分
の
１
以
内
、

上
限
24
万
円
。

募
集
期
間
／
４
月
22
日
㈫
か
ら

※
予
算
内
で
の
先
着
順
と
し
ま
す
。

注
意
点
／

・�

介
護
保
険
か
ら
の
給
付
、
町
の

他
の
補
助
制
度
（
利
子
補
給
制

度
を
含
む
）
は
原
則
併
用
で
き

ま
せ
ん
。

・�

す
で
に
着
工
、
ま
た
は
完
了
し

て
い
る
工
事
は
補
助
対
象
外
で
す
。

・�

着
工
は
補
助
金
交
付
決
定
通
知

日
以
降
と
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

「
ふ
る
さ
と
の
野
鳥

写
真
展
」
を
開
催
し

ま
す

　

山
辺
町
在
住
、
新
目
巌
氏
の
撮

影
し
た
野
鳥
の
写
真
展
で
す
。
昨

年
出
版
し
た
写
真
集「
四
季
鳥
彩
」

の
写
真
に
新
作
を
加
え
、
県
内
で

撮
影
さ
れ
た
約
50
点
の
野
鳥
写
真

を
展
示
し
ま
す
。

期
日
／
５
月
１
日
㈭
～
６
月
15
日
㈰

（
月
曜
・
祝
日
休
館　

た
だ
し
子

ど
も
の
日
は
開
館
）

入
館
料
／
大
人
200
円　

大
学
生
・

高
校
生
100
円　

小
・
中
学
生
50
円

（
未
就
学
児
は
無
料
）

場
所
／
ふ
る
さ
と
資
料
館

開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分

問
合
せ

ふ
る
さ
と
資
料
館

☎
（
６
６
４
）
５
０
３
３

空
き
家
改
修
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

　

町
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
（
空
き

家
紹
介
制
度
）
に
登
録
さ
れ
た
空

き
家
を
購
入
ま
た
は
貸
借
し
、
そ

の
空
き
家
を
改
修
し
た
経
費
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
／

①
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
入
居
者

②�

山
形
県
内
に
住
所
を
有
す
る
個

人
事
業
者
ま
た
は
山
形
県
内
に

本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
法
人
と
請
負
契
約
を

締
結
す
る
者

対
象
経
費
／
台
所
、
浴
室
、
便
所
、

洗
面
所
、
内
装
、
屋
根
、
外
壁
な

ど
10
万
円
以
上
の
改
修
に
要
す
る

経
費

補
助
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
、
上
限
50
万
円

注
意
点
／
申
請
が
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

美
力
発
信
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
係　

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
０

空
き
家
の
既
存
住
宅

状
況
調
査
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

　

町
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
（
空
き

家
紹
介
制
度
）
に
登
録
さ
れ
た
家

屋
の
既
存
住
宅
状
況
調
査
に
要
す

る
経
費
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
者
／

①�

空
き
家
の
所
有
者
で
あ
り
、
当

該
空
き
家
の
売
買
ま
た
は
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
た
者

②�

空
き
家
の
所
有
者
と
当
該
空
き

家
の
売
買
ま
た
は
賃
貸
借
契
約

を
締
結
し
た
者

補
助
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
、
上
限
５
万
円

注
意
点
／
申
請
が
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

美
力
発
信
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
係　

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
０

【 広 告 】

R7.4.15 号
R7.5.15 号

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

●町へのご意見・ご質問をお寄せください。
 〒990-0392　山辺町緑ケ丘５　『広報やまのべ』係
 ☎（６６７）１１１０　Fax（６６７）１１１２
 E-mail：kouhou@town.yamanobe.yamagata.jp
 ＊いただいたお便りは広報紙に掲載させていただく場合があります。
 ＊差出人が不明のものは、掲載・回答はできません。
 ＊匿名希望の場合でも、住所・氏名を忘れずにお書き添えください。
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せ
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ン
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ン

23 広報やまのべ 2025.4.15

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

【 広 告 】
2025年3月24日（月）開院

診療内容

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝

8：45～12：15

14：00～18：15

●胃腸内科  ●アレルギー科
●胃・大腸カメラ　●生活習慣病　●健康診断　●予防接種

やまのべ内科クリニック
〒990－0301 山形県東村山郡山辺町大字山辺1115－7　TEL 023－665－8877

ショッピングプラザ
ベル

ヤ
マ
ザ
ワＲ

112

至
山
形
市
内

至
寒
河
江

山
辺
駅

やまのべ内科クリニックやまのべ内科クリニック

やまのべ内科
クリニック

やまのべ内科
クリニック

農業経営者へ支援します

問合せ 産業課　農政係　☎（６６７）１１０６

◇自然災害のみならず様々な原因による農業収入減を補償する
　「収入保険」新規加入料の補助
　全ての農産物を対象に、自然災害や怪我などによる入院、価格低下をはじめさまざまな要因
となる収入減少を広く補償する「収入保険」の新規加入料に上限１万円を補助します。
◇サクランボなど果樹の盗難を防止する補助
　高品質を誇るさくらんぼや野菜など、出荷目前の農産物盗難を防止するため、
防犯カメラや看板設置費用の一部を補助します。
補助対象者／町内に住所を有する農家
補助率・内容／圃

ほ

場に設置する防犯用品を購入する費用（消費税を除く）の２分の１（上限
３万円）
◇さくらんぼビニールハウスなどの導入にかかる補助
対象者／町内に住所または主となる事業所がある農業者で組織する団体（３戸以上・認定農業
者などの場合は２戸以上）、農業協同組合および農業法人
補助率・内容／さくらんぼビニールハウス部材費・附帯設備費、防霜ヒーター等の購入する資
材代（消費税を除く）の３分の１　
※施工にかかる経費、ネット、ビニールなどの被覆資材は除きます。
その他／予算の範囲内で、申し込み状況により按分などがあります。
◇電気柵設置にかかる補助
　シカやイノシシから農作物被害を防止する電気柵設置に要する費用を
一部補助します。
補助対象者／安全講習会を受講した町内に住所を有する農家
補助率・内容／電気柵を購入する費用（消費税を除く）の２分の１（限度20万円）

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
２
０
２
５
ふ
る

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
２
０
２
５
ふ
る

さ
と
友
遊
事
業
①

さ
と
友
遊
事
業
①

ど
ん
ぐ
り
フ
ァ
ー
ム

　

植
え
て
育
て
て
、
収
穫
し
て
食

べ
る
よ
！
５
月
に
種
を
ま
い
た
り

苗
を
植
え
て
、
６
月
に
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
、
７
月
は
コ
マ
ツ
ナ
、
８
月

は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ス
イ
カ
を
収

穫
し
ま
す
。
９
月
は
サ
ト
イ
モ
で

芋
煮
会
、
10
月
は
サ
ツ
マ
イ
モ
堀

り
を
す
る
よ
。

日
程
／
５
月
～
10
月
ま
で
毎
月
１

回
全
６
回

場
所
／
近
江
公
民
館
と
近
江
東
の
畑

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感

染
症
予
防
接
種
の
費

用
を
助
成
し
ま
す

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
に

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
医
療

機
関
に
予
約
の
う
え
、
66
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
前
日
ま
で
に
接
種

を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
／
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
り
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

①�

65
歳
の
方
（
65
歳
の
誕
生
日
前

日
～
66
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
）

②�

60
歳
～
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
な
ど
の
障
害
に
よ
り

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
困
難
な

方
（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

に
準
じ
る
）

助
成
額
／
４
、０
０
０
円
（
１
人

に
つ
き
１
回
の
み
助
成
）

※
町
内
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
る
場
合
、
自
己
負
担
金
は
４
、

０
０
０
円
で
す
。
町
外
の
医
療
機

関
で
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
接

種
費
用
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
自
己
負
担
額
が
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
お
会
計
の
際
に
各

医
療
機
関
で
定
め
た
接
種
料
金
か

ら
助
成
額
が
差
引
さ
れ
ま
す
。
差

額
分
を
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

※
一
部
の
医
療
機
関
で
は
、
接
種

費
用
全
額
支
払
い
後
に
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
払
戻
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（
６
６
７
）
１
１
７
７

「
Ｆ
Ｐ
の
家
」
平
屋

住
宅
見
学
会

　

無
結
露
50
年
保
証
の
Ｆ
Ｐ
ウ
レ

タ
ン
断
熱
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
、

高
気
密
高
断
熱
で
地
震
に
も
強
い

「
長
期
快
適
住
宅
Ｆ
Ｐ
の
家
」
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
／
山
辺
町
大
字
山
辺
字
西
町

７
８
２
‐
３

問
合
せ

（
株
）斎
藤
工
務
店　

担
当　

田
中
さ
ん

☎
０
９
０
（
２
０
９
９
）
６
９
３
１

第
35
回
山
辺
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
春

季
大
会
開
催

期
日
／
５
月
７
日
㈬　

午
前
８
時

30
分
開
会

場
所
／
山
辺
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
／
山
辺
町
に
お
住
ま
い

の
方
、
ま
た
は
町
内
の
事
業
所
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
方

種
別
／
一
般
の
部

競
技
方
法
／
個
人
対
抗
戦
と
す
る

参
加
費
／
一
人
700
円

（
申
し
込
み
締
切
り
ま
で
、
山
辺

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事

務
局
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
込
み
方
法
／
所
定
の
申
込
書
に

て
、
町
民
総
合
体
育
館
内
山
辺
町

ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
、
ま
た
は
、

山
辺
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
事
務
局
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
締
切
／
５
月
１
日
㈭
正
午

問
合
せ

町
民
総
合
体
育
館
内

山
辺
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

☎
（
６
６
４
）
７
２
６
３

競
技
内
容
問
合
せ
先

山
辺
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
事
務
局　

長
岡
庄
一
郎
さ
ん

☎
０
９
０
（
３
６
４
５
）
１
８
３
４

募
集
／
小
学
生
20
人
と
保
護
者
10

人
程
度

参
加
費
／
１
、０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
小
学
校
で
配
ら
れ

た
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
佐
藤
さ
ん
ま
で

☎
０
８
０
（
３
３
２
０
）
６
７
６
８

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



●人のうごき（令和７年４月１日現在）　※（ ）内は前月からの増減

　 人口13,269人（－52）【男6,534人（－24）女6,735人（－28）】　世帯数4,870（＋2）　出生6人　死亡13人　転入26人　転出71人

役場庁舎のご案内役場庁舎のご案内
　役場庁舎のそれぞれの課・係の配置図です。内容について
は、令和７年４月１日現在のものとなります。年度途中に変
更になる場合がありますのであらかじめご了承ください。
（※外部施設などについては省略しています。）

３階
議会事務局議会事務局
☎（667）1117

④番窓口 ③番窓口 ②番窓口 ①番窓口

１階

農業委員会事務局農業委員会事務局
☎（667）1114

町民生活課町民生活課
☎（667）1109

税務課税務課
☎（667）1105

保健福祉課保健福祉課
☎（667）1107

産業課産業課
☎（667）1106

ロビー
入口

☎（667）1104会計課会計課

２階

☎（667）1111
総務課総務課 美力（みりょく）発信課美力（みりょく）発信課

教育委員事務局 教育課教育委員事務局 教育課
☎（667）1115

防災対策課防災対策課
☎（667）1119

地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
森
林
認
証
木
を

原
料
と
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
や
ま
の
べ

第
８
１
７
号　

令
和
７
年
４
月
15
日
発
行　

編
集
発
行
／
山
辺
町
美
力
発
信
課
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収納対策室収納対策室

事務局長　武田直文
議事係　係長　安達裕明

課長　武田紀子
危機管理係　係長　北條智洋

防災係　係長　後藤和幸
会田宗広 木村健太

課長　岩城真也
総務係　係長　安達久博

学校教育係　係長　細矢貴行
スポーツ振興係　係長　長谷川友浩

主任指導主事　奈良崎芳晴
佐藤初音

酒井知沙
大宮稜

課長　阿部孝之
庶務係　係長　長瀬司

財政管理係　係長　後藤美希
財産管理係　係長　須貝真由美

鈴木友介後藤由貴青木稔
阿部弥栄 吉田彩実 門脇京香
五十嵐康晃 安孫子正治
鈴木和明

課長　佐藤竜

情報統計係　係長　渡辺純永

シティプロモーション係
　　　　　　係長　山口嘉講

須藤由香奈 長岡憲吾
広谷珠奈桐生虎汰

鈴木美紅

課長　川口崇
総合戦略係
　　　係長　鈴木宏美
協働推進係
　　　係長　東海枝渉

後藤智宣 安達美帆

課長　長岡康一
管理用地係　係長　齋藤雅和
地域整備係　係長　三部洋
下水道係　係長　酒井佑太

山口智大 鈴木将太 笹原将太
伊藤俊輔 井形寛輝 鈴木賢一
多田良

課長　鈴木司
町民税係　係長　後藤忠秀

固定資産税係　係長　中川希樹
金井早紀笹原章裕 渡辺愛美

村山希祥 大沼遼太

高橋優月
納税係　室長兼係長　渡辺利弘
宗田聡司

課長　牧野友裕
農政係　係長　三浦宏文

農村整備係　係長　高橋直之
商工振興係　係長　多田博
峯田昭 垂石郷 武田和也
高橋桃佳 遠藤千翔

橘菜々子

事務局長　牧野友裕
農地係　係長　半田裕美

小関求

課長　佐藤春美
福祉係　係長　鈴木美郷

介護保険係　係長　丹野文
子育て支援係　係長　秋葉雅司
介護支援係　係長　清水瞳

松浦絵里菜 武田志穂
長岡花奈 岩瀬幸雄
多田悠人 荒木風花

会計管理者兼会計課長　佐藤英敏
会計係　係長　川口美佐紀

多田春香

課長　遠山進
住民係　係長　峯田幸子

生活環境係　係長　鈴木敦
国保医療係　係長　鎌上寛史
小野裕子 菅原茜 武田洋明
荒木佳範
伊藤武紘 鈴木早紀

大谷今日子

下山田航
阿部唯人渡辺千明

元木英二


